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〔
商
法
　
四
八
三
〕
　
会
社
分
割
後
の
新
設
会
社
に
よ
る
商
号
の
続
用
と
債
権
者
保
護

（
遡
舞
欝
羅
鞠
諦
難
。
。
。
し

判例研究

〔
判
示
事
項
〕

　
ゴ
ル
フ
場
を
経
営
す
る
会
社
が
会
社
分
割
を
行
い
、
新
設
会
社
が

同
営
業
を
承
継
し
た
場
合
に
お
い
て
、
新
設
会
社
が
、
そ
の
営
業
主

体
を
表
示
す
る
も
の
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
の
名

称
を
継
続
し
て
使
用
す
る
場
合
に
は
、
特
段
の
事
情
の
な
い
限
り
、

商
法
一
一
六
条
一
項
の
類
推
適
用
に
よ
り
、
会
員
が
分
割
会
社
に
交
付

し
た
預
託
金
の
返
還
義
務
を
負
う
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

〔
参
照
条
文
〕

　
平
成
一
七
年
改
正
前
商
法
二
六
条
一
項
（
会
社
法
二
二
条
一
項
）

〔
事
　
実
〕

　
X
は
、
平
成
四
年
五
月
四
日
、
A
会
社
に
対
し
、
A
会
社
が
経
営

す
る
ゴ
ル
フ
場
の
入
会
保
証
金
と
し
て
三
二
〇
〇
万
円
を
預
託
し
て

い
た
も
の
で
あ
る
。

　
Y
会
社
は
、
平
成
一
五
年
一
月
八
日
、
A
会
社
が
平
成
一
四
年
改

正
前
商
法
三
七
三
条
に
基
づ
き
新
設
分
割
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
設
立

さ
れ
、
Y
会
社
が
上
記
分
割
の
際
に
発
行
し
た
株
式
は
す
べ
て
A
会

社
に
割
り
当
て
ら
れ
た
。
本
件
会
社
分
割
に
係
る
A
会
社
の
分
割
計

画
書
に
は
、
Y
会
社
は
分
割
に
際
し
、
同
計
画
書
添
付
の
「
承
継
権

利
義
務
明
細
表
」
記
載
の
と
お
り
資
産
・
負
債
及
び
契
約
を
A
会
社

か
ら
承
継
す
る
旨
記
載
さ
れ
て
い
る
。
同
明
細
表
に
は
、
承
継
す
べ

き
資
産
及
び
負
債
と
し
て
、
「
本
件
営
業
に
属
す
る
資
産
、
負
債
そ

の
他
こ
れ
に
付
随
す
る
一
切
の
権
利
義
務
を
承
継
し
、
そ
の
明
細
は

下
記
の
と
お
り
と
す
る
。
」
旨
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
同
明
細
に
は

「
資
産
及
び
負
債
の
金
銭
明
細
」
と
し
て
、
金
融
機
関
に
対
す
る
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長
・
短
期
の
借
入
金
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、
本
件
預
託
金
返

還
請
求
権
に
つ
い
て
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
「
承
継
す
る

契
約
上
の
地
位
」
欄
に
、
「
本
件
営
業
に
関
す
る
不
動
産
の
賃
貸
借

契
約
、
業
務
委
託
契
約
、
リ
ー
ス
契
約
」
と
の
記
載
が
あ
る
の
み
で
、

従
前
の
会
員
と
の
間
の
契
約
上
の
地
位
や
権
利
義
務
関
係
に
つ
い
て

の
記
載
は
な
い
。
他
方
、
上
記
分
割
計
画
書
に
よ
れ
ば
、
A
会
社
は
、

同
社
が
所
有
し
て
い
た
本
件
ゴ
ル
フ
場
の
土
地
、
建
物
、
建
物
付
属

設
備
、
構
築
物
等
の
一
切
の
資
産
を
Y
会
社
に
承
継
さ
せ
て
い
る
。

　
A
会
社
は
、
本
件
ゴ
ル
フ
場
の
運
営
管
理
を
C
に
委
託
し
、
「
B
」

の
名
称
で
本
件
ゴ
ル
フ
場
を
経
営
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
本
件
会
社

分
割
後
は
、
新
設
会
社
で
あ
る
Y
会
社
が
、
引
き
続
き
「
B
」
の
名

称
で
本
件
ゴ
ル
フ
場
を
経
営
す
る
と
と
も
に
、
継
続
し
て
、
C
に
本

件
ゴ
ル
フ
場
の
運
営
管
理
を
委
託
し
て
い
る
。

　
X
は
、
入
会
保
証
金
の
据
置
期
問
が
経
過
し
た
と
主
張
し
、
A
に

対
し
て
は
、
入
会
保
証
金
三
二
〇
〇
万
円
の
返
還
を
、
C
、
Y
に
対

し
て
は
、
商
法
二
六
条
一
項
（
平
成
一
七
年
法
律
第
八
七
号
に
よ
る

改
正
後
の
商
法
一
七
条
一
項
）
の
類
推
適
用
に
よ
り
入
会
保
証
金
の

支
払
を
請
求
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
原
審
（
津
地
方
裁
判
所
四
日
市
支
部
平
成
一
五
年
（
ワ
）
第
三
〇

二
号
）
が
、
A
に
対
す
る
請
求
を
認
容
し
、
C
に
対
す
る
請
求
は
、

商
法
二
六
条
一
項
の
類
推
適
用
の
前
提
を
欠
く
と
し
て
、
棄
却
し
、

Y
に
対
す
る
請
求
は
、
商
法
二
六
条
一
項
の
類
推
適
用
を
肯
定
し
、

請
求
を
認
容
し
た
た
め
、
Y
が
控
訴
し
た
も
の
で
あ
る
。

〔
判
　
旨
〕

　
控
訴
棄
却

「
商
法
二
六
条
一
項
は
、
営
業
の
譲
受
人
が
譲
渡
人
の
商
号
を
続
用

す
る
場
合
に
、
譲
渡
人
の
営
業
に
よ
っ
て
生
じ
た
債
務
に
つ
い
て
は
、

譲
受
人
も
ま
た
そ
の
弁
済
の
責
め
に
任
ず
る
旨
を
定
め
る
が
、
本
件

の
よ
う
に
預
託
金
会
員
制
の
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
の
名
称
が
ゴ
ル
フ
場
の

営
業
主
体
を
表
示
す
る
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、

商
号
自
体
の
続
用
が
な
く
と
も
、
営
業
の
譲
受
人
が
、
上
記
名
称
を

継
続
し
て
使
用
し
て
い
れ
ば
、
譲
受
人
が
譲
受
後
遅
滞
な
く
当
該
ゴ

ル
フ
ク
ラ
ブ
の
会
員
に
よ
る
ゴ
ル
フ
場
施
設
の
優
先
的
利
用
を
拒
否

し
た
な
ど
の
特
段
の
事
情
が
な
い
限
り
、
会
員
が
、
同
一
の
営
業
主

体
に
よ
る
営
業
が
継
続
し
て
い
る
も
の
と
信
じ
た
り
、
営
業
主
体
の

変
更
が
あ
っ
た
け
れ
ど
も
譲
受
人
に
よ
り
譲
渡
人
の
債
務
の
引
受
け

が
さ
れ
た
と
信
じ
た
り
す
る
こ
と
は
無
理
か
ら
ぬ
も
の
と
い
う
べ
き

で
あ
る
か
ら
、
譲
受
人
は
、
商
法
二
六
条
一
項
の
類
推
適
用
に
よ
り
、

会
員
が
譲
渡
人
に
交
付
し
た
預
託
金
の
返
還
義
務
を
負
う
と
解
す
べ

き
で
あ
る
（
最
高
裁
平
成
一
六
年
二
月
二
〇
日
判
決
・
民
集
五
八
巻

二
号
三
六
七
頁
）
。
そ
し
て
、
会
社
の
分
割
は
、
営
業
の
一
部
又
は
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全
部
を
包
括
的
に
新
設
会
社
等
に
承
継
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ

の
実
質
に
お
い
て
営
業
譲
渡
と
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
く
、
ゴ
ル
フ
場

の
営
業
を
承
継
す
る
新
設
会
社
等
が
、
分
割
会
社
の
用
い
て
い
た
ゴ

ル
フ
ク
ラ
ブ
の
名
称
を
継
続
し
て
使
用
す
る
場
合
に
は
、
特
段
の
事

情
が
な
い
限
り
、
会
員
に
お
い
て
、
同
一
の
営
業
主
体
に
よ
る
営
業

が
継
続
し
て
い
る
も
の
と
信
じ
た
り
、
営
業
主
体
の
変
更
が
あ
っ
た

け
れ
ど
も
新
設
会
社
に
よ
り
分
割
会
社
の
債
務
の
引
受
け
が
さ
れ
た

と
信
じ
た
り
す
る
こ
と
が
無
理
か
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
こ
と
も
ま
た
、

上
記
営
業
譲
渡
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
本
件
の
よ
う
に
、
ゴ
ル
フ
場
を
経
営
す
る
会
社
が

会
社
分
割
を
行
い
、
新
設
会
社
が
同
営
業
を
承
継
し
た
場
合
に
お
い

て
、
新
設
会
社
が
、
そ
の
営
業
主
体
を
表
示
す
る
も
の
と
し
て
使
用

さ
れ
て
い
る
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
の
名
称
を
継
続
し
て
使
用
す
る
場
合
に

は
、
特
段
の
事
情
の
な
い
限
り
、
商
法
二
六
条
一
項
の
類
推
適
用
に

よ
り
、
会
員
が
分
割
会
社
に
交
付
し
た
預
託
金
の
返
還
義
務
を
負
う

も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
」

「
会
社
分
割
後
の
新
設
会
社
が
分
割
会
社
の
商
号
を
続
用
す
る
か
否

か
は
、
分
割
会
社
等
の
営
業
上
の
判
断
・
選
択
の
問
題
で
あ
っ
て
、

会
社
分
割
そ
れ
自
体
と
は
区
別
し
て
考
え
ら
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
会
社
分
割
後
の
新
設
会
社
に
よ
る
商
号
の
続
用
に
つ

い
て
、
商
法
二
六
条
一
項
を
類
推
適
用
し
た
か
ら
と
言
っ
て
、
こ
れ

が
会
社
分
割
自
体
の
法
的
安
定
性
や
明
確
性
を
損
な
う
も
の
と
は
到

底
言
え
な
い
。

　
ま
た
念
の
た
め
付
言
す
れ
ば
、
会
社
分
割
に
つ
い
て
一
定
の
債
権

者
保
護
手
続
（
商
法
三
七
四
条
の
四
第
一
項
ほ
か
）
が
定
め
ら
れ
て

い
る
か
ら
と
言
っ
て
、
そ
の
こ
と
か
ら
直
ち
に
、
同
法
が
、
そ
れ
以

外
の
一
切
の
債
権
者
保
護
を
排
除
す
る
趣
旨
、
す
な
わ
ち
、
新
設
会

社
に
よ
る
商
号
続
用
と
い
う
別
途
の
事
実
関
係
に
基
づ
き
別
途
の
観

点
か
ら
な
さ
れ
る
分
割
会
社
債
権
者
の
保
護
を
積
極
的
に
排
除
す
る

趣
旨
で
あ
る
と
は
到
底
言
え
な
い
。
こ
れ
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
観
点

か
ら
各
別
に
検
討
さ
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
」

「
営
業
譲
渡
の
場
合
も
、
譲
渡
人
は
、
移
転
さ
れ
た
営
業
に
見
合
う

対
価
を
取
得
す
る
の
が
本
来
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
意
味
で
は
、
譲
渡

人
の
責
任
財
産
に
、
営
業
譲
渡
の
前
後
で
、
係
数
上
変
動
が
生
じ
る

こ
と
が
当
然
の
前
提
と
し
て
予
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し

た
が
っ
て
、
本
件
に
お
い
て
、
会
社
分
割
の
前
後
で
、
会
社
分
割
の

責
任
財
産
に
計
数
上
変
動
が
生
じ
な
い
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
か
ら

直
ち
に
、
商
法
二
六
条
一
項
の
保
護
の
必
要
性
を
否
定
し
得
る
こ
と

に
な
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
営
業
に
係
る
債
権
は
、
実
際
に

は
当
該
営
業
が
債
権
の
実
質
的
な
担
保
と
な
っ
て
い
る
場
合
も
少
な

く
な
く
、
時
日
の
経
過
に
よ
っ
て
、
債
務
者
の
実
質
的
な
責
任
財
産

に
差
異
が
生
じ
得
る
こ
と
は
、
営
業
譲
渡
の
場
合
も
、
会
社
分
割
の
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場
合
も
、
同
様
に
否
定
で
き
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
（
実
際
、
本

件
に
つ
い
て
見
て
も
、
一
般
に
預
託
金
会
員
制
の
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
に

お
い
て
は
、
昨
今
の
経
済
状
態
と
も
相
ま
っ
て
、
厳
し
い
経
営
が
続

き
、
措
置
期
間
経
過
後
の
保
証
金
の
返
還
債
務
が
、
経
営
の
大
き
な

負
担
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
た
事
実
で
あ
る
と
こ
ろ
、

A
は
、
本
件
会
社
分
割
に
よ
っ
て
、
会
員
と
の
契
約
上
の
地
位
を
除

き
、
本
件
ゴ
ル
フ
場
の
施
設
等
営
業
上
の
権
利
義
務
一
切
を
Y
に
移

転
し
て
お
り
、
Y
の
株
式
に
譲
渡
制
限
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
乙

五
）
等
を
も
併
せ
鑑
み
れ
ば
、
本
件
会
社
分
割
の
後
、
X
ら
会
員
が

分
割
会
社
た
る
A
に
預
託
金
返
還
請
求
権
を
行
使
し
て
そ
の
満
足
を

得
る
こ
と
は
、
実
質
的
に
極
め
て
困
難
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
）
。

　
し
た
が
っ
て
、
会
社
分
割
の
場
合
に
も
、
新
設
会
社
に
よ
っ
て
商

号
が
続
用
さ
れ
、
外
観
上
営
業
が
新
設
会
社
に
移
転
し
た
事
実
が
明

ら
か
で
な
い
よ
う
な
場
合
に
は
、
債
権
者
が
、
実
質
的
に
債
権
実
現

の
機
会
を
失
う
恐
れ
の
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
の
で
あ
っ
て
、

こ
れ
を
保
護
す
べ
き
必
要
が
あ
る
こ
と
は
、
営
業
譲
渡
の
場
合
と
異

な
ら
な
い
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
」

「
X
と
し
て
は
、
仮
に
本
件
会
社
分
割
が
行
わ
れ
、
新
設
会
社
が
本

件
ゴ
ル
フ
場
の
営
業
を
承
継
し
た
事
実
自
体
は
認
識
し
得
る
と
し
て

も
、
少
な
く
と
も
、
本
件
会
社
分
割
に
か
か
わ
ら
ず
、
X
の
会
員
た

る
地
位
が
、
A
か
ら
Y
に
承
継
さ
れ
た
と
考
え
て
も
、
む
し
ろ
無
理

か
ら
ぬ
も
の
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
お
願
い
書
の
送

付
が
あ
っ
た
か
ら
と
言
っ
て
、
商
法
二
六
条
一
項
の
類
推
適
用
を
否

定
す
べ
き
特
段
の
事
情
が
あ
っ
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
べ
き

で
あ
る
。
」

〔
研
　
究
〕

　
結
論
賛
成
、
理
由
付
け
反
対

一
　
営
業
譲
渡
に
お
い
て
、
譲
受
人
が
譲
渡
人
の
商
号
を
続
用
し
た

場
合
に
、
譲
渡
人
の
営
業
に
因
っ
て
生
じ
た
債
務
に
つ
い
て
、
譲
受

人
も
ま
た
そ
の
弁
済
の
責
任
を
負
う
（
平
成
一
七
年
改
正
前
商
法
二

六
条
一
項
、
以
下
商
法
二
六
条
一
項
と
い
う
）
。
商
法
二
六
条
一
項

に
お
け
る
譲
受
人
の
責
任
が
生
じ
る
に
は
、
営
業
の
譲
渡
が
存
在
す

る
こ
と
及
び
譲
受
人
が
譲
渡
人
の
商
号
を
続
用
す
る
こ
と
の
二
つ
の

要
件
が
必
要
で
あ
る
が
、
本
件
は
、
営
業
譲
渡
で
は
な
く
、
会
社
分

割
に
よ
り
新
設
さ
れ
た
ゴ
ル
フ
場
経
営
会
社
が
、
分
割
会
社
の
商
号

を
続
用
す
る
の
で
は
な
く
、
分
割
会
社
の
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
の
名
称
を

続
用
し
た
場
合
に
つ
い
て
、
商
法
二
六
条
一
項
を
類
推
適
用
し
、
新

設
会
社
の
責
任
を
認
め
た
判
決
で
あ
る
。

　
譲
渡
人
と
譲
受
人
の
商
号
が
異
り
、
譲
渡
人
の
商
号
と
も
異
な
る

営
業
主
体
を
表
示
す
る
名
称
を
譲
受
人
が
続
用
し
た
場
合
も
商
号
が
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続
用
し
た
場
合
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
ど
う
か
、
会
社
分
割

の
場
合
も
営
業
が
譲
渡
さ
れ
た
場
合
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か

が
問
題
と
な
る
。
以
下
、
検
討
を
行
う
。

二
　
ま
ず
、
商
号
を
続
用
す
る
場
合
と
は
ど
の
よ
う
な
場
合
で
あ
ろ

う
か
。
譲
渡
人
の
商
号
と
全
く
同
一
の
場
合
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、

下
記
の
五
つ
の
段
階
を
経
て
、
商
号
を
続
用
す
る
場
合
が
広
く
解
釈

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
GD
譲
渡
人
で
あ
る
個
人
商
人
の
商
号
に
会

社
の
種
類
を
附
加
し
た
に
と
ど
ま
る
場
合
、
⑭
営
業
譲
渡
人
と
は
異

な
っ
た
種
類
の
会
社
名
を
使
用
し
た
に
す
ぎ
な
い
場
合
、
㈹
営
業
譲

渡
人
の
商
号
と
そ
の
主
体
部
分
を
同
じ
く
す
る
商
号
を
譲
受
人
が
使

用
す
る
場
合
、
ゆ
営
業
譲
渡
人
と
譲
受
人
の
各
商
号
は
異
な
っ
て
い

る
が
、
営
業
譲
受
人
が
譲
渡
人
の
商
号
を
い
わ
ゆ
る
屋
号
（
営
業
自

体
を
示
す
名
称
）
と
し
て
続
用
す
る
場
合
、
㈲
営
業
譲
渡
人
の
屋
号

を
続
用
し
て
い
る
が
、
譲
渡
人
の
商
号
と
屋
号
は
異
な
る
場
合
で
あ

る
。
　
①
の
場
合
を
肯
定
す
る
判
決
と
し
て
、
①
東
京
地
判
昭
和
三
四
年

八
月
五
日
（
下
民
集
一
〇
巻
八
号
一
六
三
四
頁
、
名
和
洋
品
店
と
株

式
会
社
名
和
洋
品
店
）
、
②
神
戸
地
判
昭
和
四
一
年
八
月
二
七
日

（
判
時
四
七
二
号
六
二
頁
、
ス
テ
ッ
キ
オ
カ
ダ
と
有
限
会
社
ス
テ
ッ

キ
オ
カ
ダ
）
、
③
東
京
地
判
昭
和
四
五
年
六
月
三
〇
日
（
判
時
六
一

O
号
八
三
頁
、
大
阪
屋
と
株
式
会
社
大
阪
屋
）
、
④
最
判
昭
和
四
七

年
三
月
二
日
（
民
集
二
六
巻
二
号
一
八
三
頁
、
鉄
玉
組
と
株
式
会
社

鉄
玉
組
）
が
あ
り
、
否
定
す
る
判
決
と
し
て
、
⑤
大
阪
地
判
昭
和
四

一
年
四
月
一
四
日
（
判
タ
一
九
一
号
一
九
四
頁
、
緑
風
閣
と
株
式
会

社
緑
風
閣
、
但
し
商
法
二
六
条
一
項
を
準
用
）
が
あ
る
。
①
④
判
決

は
「
同
一
性
を
失
わ
な
い
」
と
す
る
。

　
学
説
は
概
ね
賛
成
し
て
い
る
（
大
隅
健
一
郎
『
商
法
総
則
（
新

版
）
』
＝
二
八
頁
、
喜
多
川
篤
典
「
②
判
批
」
判
例
評
論
一
〇
二
号

三
八
頁
、
喜
多
川
篤
典
「
③
判
批
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
五
七
九
号
一
一
九

頁
、
志
村
治
美
「
④
判
批
」
民
商
法
雑
誌
六
七
巻
四
号
一
〇
四
頁
、

新
谷
勝
「
④
判
批
」
法
学
雑
誌
】
九
巻
二
号
一
九
七
頁
、
吉
井
直
昭

「
④
判
批
」
法
曹
時
報
二
五
巻
五
号
二
八
頁
、
福
井
守
「
④
判
批
」

早
稲
田
法
学
四
八
巻
三
号
一
五
六
頁
、
谷
原
修
身
「
④
判
批
」
法
律

の
ひ
ろ
ば
二
六
巻
四
号
六
一
頁
、
平
田
伊
和
男
「
④
判
批
」
別
冊
ジ

ュ
リ
ス
ト
一
二
九
号
五
七
頁
、
山
下
眞
弘
「
④
判
批
」
別
冊
ジ
ュ
リ

ス
ト
一
六
四
号
五
三
頁
）
、
そ
の
主
体
部
分
を
同
じ
く
す
る
商
号
を

使
用
す
る
場
合
も
含
む
と
す
る
説
（
松
岡
誠
之
助
「
①
判
批
」
ジ
ュ

リ
ス
ト
ニ
五
六
号
八
五
頁
）
、
主
要
な
部
分
を
同
じ
く
す
る
だ
け
で

は
不
十
分
と
す
る
説
も
既
に
あ
っ
た
（
永
井
和
之
「
④
判
批
」
法
学

新
報
七
九
巻
九
号
一
二
二
頁
）
。

　
⑭
の
場
合
を
肯
定
す
る
判
決
と
し
て
、
⑥
大
阪
地
判
昭
和
四
六
年
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三
月
五
日
（
判
タ
ニ
六
五
号
二
五
六
頁
、
三
洋
タ
ク
シ
ー
合
資
会
社

と
三
洋
タ
ク
シ
ー
株
式
会
社
）
、
⑦
東
京
地
判
昭
和
四
七
年
八
月
三

〇
日
（
判
タ
ニ
八
五
号
一
八
三
頁
、
鹿
島
運
輸
合
資
会
社
と
鹿
島
運

輸
株
式
会
社
）
が
あ
る
。
⑥
判
決
は
「
会
社
の
種
類
を
異
に
す
る
の

み
で
、
商
号
も
「
合
資
」
と
「
株
式
」
以
外
は
変
動
が
な
い
」
と
し
、

⑦
判
決
は
「
「
株
式
会
社
」
と
「
合
資
会
社
」
と
の
名
称
の
差
異
は

会
社
の
組
織
が
異
な
る
こ
と
に
よ
る
や
む
を
得
な
い
差
異
で
あ
る
」

と
す
る
。
学
説
に
異
論
は
な
い
（
松
岡
誠
之
助
「
⑨
判
批
」
ジ
ュ
リ

ス
ト
ニ
六
九
号
九
八
頁
、
大
澤
功
「
⑳
判
批
」
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
八

四
号
五
七
頁
）
。

　
㈹
の
場
合
を
肯
定
す
る
判
決
と
し
て
、
⑧
東
京
地
判
昭
和
二
八
年

九
月
八
日
（
金
法
三
二
号
七
頁
、
株
式
会
社
日
進
堂
と
有
限
会
社
カ

メ
ラ
の
日
進
堂
）
、
⑨
福
岡
高
判
昭
和
三
五
年
六
月
一
五
日
（
判
時

一
一
三
二
号
七
四
三
三
頁
、
有
限
会
社
米
安
商
店
と
合
資
会
社
新
米
安

商
店
）
、
⑩
大
阪
地
判
昭
和
四
〇
年
一
月
二
五
日
（
下
民
集
一
六
巻

一
号
八
四
頁
、
株
式
会
社
日
本
電
気
産
業
社
と
株
式
会
社
日
本
電
気

産
業
）
、
⑪
東
京
地
判
昭
和
四
二
年
七
月
ご
一
日
（
判
タ
ニ
ニ
ニ
号

一
六
七
頁
、
第
一
化
成
株
式
会
社
と
第
↓
化
成
工
業
株
式
会
社
）
、

⑫
札
幌
地
判
昭
和
四
五
年
一
二
月
二
日
（
判
時
六
三
一
号
九
二
頁
、

マ
ル
ト
食
品
興
業
株
式
会
社
と
マ
ル
シ
ョ
ウ
食
品
興
業
株
式
会
社
）
、

⑬
大
阪
地
判
昭
和
四
七
年
一
月
三
一
日
（
判
タ
ニ
七
七
号
三
三
八
頁
、

建
装
工
房
か
わ
き
た
と
か
わ
き
た
建
装
株
式
会
社
）
、
⑭
水
戸
地
判

昭
和
五
三
年
三
月
一
日
（
判
時
九
〇
四
号
九
六
頁
、
丸
大
自
動
車
運

送
店
と
丸
大
運
送
株
式
会
社
）
、
⑮
水
戸
地
判
昭
和
五
四
年
一
月
一

六
日
（
判
時
九
三
〇
号
九
六
頁
、
有
限
会
社
笠
間
電
化
セ
ン
タ
ー
と

株
式
会
社
笠
間
家
庭
電
化
セ
ン
タ
ー
）
、
⑯
神
戸
地
判
昭
和
五
四
年

八
月
一
〇
日
（
判
時
九
六
四
号
二
六
頁
、
株
式
会
社
キ
ャ
ロ
ン
と

株
式
会
社
キ
ャ
ロ
ン
製
靴
）
、
⑰
東
京
地
判
昭
和
五
五
年
四
月
一
四

日
（
判
タ
四
一
九
号
一
五
一
頁
、
株
式
会
社
内
外
タ
イ
ム
ズ
と
内
外

タ
イ
ム
ズ
株
式
会
社
）
、
⑱
東
京
高
判
昭
和
五
六
年
六
月
一
八
日

（
判
時
一
〇
一
六
号
二
〇
頁
、
⑮
の
控
訴
審
）
、
⑲
大
阪
地
判
昭
和

五
七
年
九
月
二
四
日
（
金
判
六
六
五
号
四
九
頁
、
万
葉
株
式
会
社
と

株
式
会
社
マ
ン
ゼ
ン
）
、
⑳
東
京
地
判
平
成
一
五
年
六
月
二
五
日

（
金
法
一
六
九
二
号
五
五
頁
、
株
式
会
社
藤
和
と
株
式
会
社
藤
和
リ

フ
ォ
ー
ム
）
が
あ
り
、
否
定
す
る
判
決
と
し
て
、
⑳
最
判
昭
和
三
八

年
三
月
一
日
（
民
集
一
七
巻
二
号
二
八
O
頁
、
⑨
の
上
告
審
）
、
⑳

大
阪
地
判
昭
和
四
三
年
八
月
三
日
（
金
判
二
一
八
号
一
九
頁
、
い
せ

屋
家
具
マ
ー
ト
と
有
限
会
社
四
日
市
い
せ
屋
家
具
）
、
⑳
名
古
屋
地

判
昭
和
六
〇
年
七
月
一
九
日
（
判
時
三
七
九
号
九
六
頁
、
株
式
会

社
太
一
商
店
と
株
式
会
社
中
部
太
一
）
、
⑳
東
京
地
判
昭
和
六
〇
年

二
月
二
六
日
（
金
判
七
五
六
号
二
五
頁
、
株
式
会
社
肉
の
宝
屋
と

共
同
組
合
肉
の
宝
屋
チ
ェ
ー
ン
）
が
あ
る
。
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⑧
⑨
⑬
⑮
⑰
⑱
⑲
は
商
号
の
字
句
を
比
較
し
、
商
号
の
主
体
部
分

の
同
一
性
を
基
準
と
し
て
い
る
が
、
⑩
⑪
⑯
は
商
号
の
字
句
を
比
較

し
、
譲
渡
人
と
譲
受
人
の
営
業
主
体
の
人
的
構
成
上
の
関
連
性
や
営

業
目
的
、
得
意
先
に
対
す
る
通
知
、
そ
の
引
継
の
有
無
、
営
業
譲
渡

の
動
機
等
の
諸
般
の
状
況
も
斜
酌
さ
れ
て
よ
い
と
す
る
。
⑫
は
商
号

の
字
句
を
比
較
す
る
こ
と
な
く
、
看
板
や
納
品
書
な
ど
を
そ
の
ま
ま

使
用
し
て
い
る
と
い
う
事
実
の
み
で
判
断
し
て
い
る
。
⑳
判
決
は

「
会
社
が
事
業
に
失
敗
し
た
場
合
に
、
再
建
を
図
る
手
段
と
し
て
、

い
わ
ゆ
る
第
二
会
社
を
設
立
し
、
新
会
社
が
旧
会
社
か
ら
営
業
の
譲

受
を
受
け
た
と
き
は
、
従
来
の
商
号
に
「
新
」
の
字
句
を
附
加
し
て

用
い
る
の
が
通
例
で
あ
っ
て
、
こ
の
場
合
「
新
」
の
字
句
は
、
取
引

の
社
会
通
念
上
、
継
承
的
字
句
で
は
な
く
、
却
っ
て
新
会
社
が
旧
会

社
の
債
務
を
承
継
し
な
い
こ
と
を
示
す
た
め
の
字
句
で
あ
る
と
解
せ

ら
れ
る
」
と
し
、
本
件
は
商
号
の
続
用
に
あ
た
ら
な
い
と
す
る
。
⑳

判
決
は
「
商
号
の
字
句
か
ら
判
断
し
て
、
営
業
譲
渡
人
の
商
号
に
何

ら
か
の
字
句
を
付
加
し
、
あ
る
い
は
譲
渡
人
の
商
号
の
字
句
を
一
部

削
除
し
て
も
取
引
の
社
会
通
念
上
従
前
の
商
号
を
継
続
し
て
い
る
と

認
め
ら
れ
る
場
合
を
い
う
の
で
あ
っ
て
、
単
に
類
似
の
商
号
を
使
用

す
る
に
す
ぎ
な
い
場
合
は
含
ま
れ
な
い
」
と
す
る
。
⑳
判
決
は
「
中

部
太
一
が
太
一
商
店
と
、
そ
の
商
号
に
お
い
て
八
文
字
中
六
文
字
を

共
通
に
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
商
号
が
同

一
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
の
で
、
中
部
太
一
は
太
一
商
店
の
商
号
を

続
用
す
る
者
に
は
該
ら
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
」
と
す
る
。

　
学
説
は
、
類
似
の
商
号
を
使
用
す
る
場
合
は
含
ま
な
い
と
す
る
説

（
宮
田
信
夫
「
⑳
判
批
」
法
曹
時
報
一
五
巻
五
号
六
八
頁
、
実
方
正

雄
「
⑳
判
批
」
法
律
時
報
三
五
巻
一
三
号
一
〇
三
頁
、
岡
田
正
信

「
営
業
譲
渡
と
商
号
の
続
用
」
判
タ
五
五
四
号
七
五
頁
）
、
主
要
部
分

の
共
通
性
を
基
準
と
す
る
の
は
商
法
二
〇
条
、
二
一
条
に
関
連
し
て

展
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
商
号
の
類
似
性
の
範
囲
を
広
く
認

め
す
ぎ
る
素
地
を
も
っ
て
お
り
、
い
た
ず
ら
に
広
く
解
す
る
こ
と
も

避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
説
（
松
尾
和
子
「
⑪
判
批
」
ジ
ュ

リ
ス
ト
三
八
九
号
】
〇
五
頁
）
、
主
体
部
分
を
同
じ
く
す
る
商
号
を

含
む
と
す
る
説
（
大
森
忠
夫
『
商
法
総
則
講
義
』
二
五
七
頁
、
石
田

栄
一
「
⑲
判
批
」
金
判
六
七
六
号
四
九
頁
）
、
主
体
部
分
の
同
一
性

は
類
似
商
号
の
判
断
基
準
で
行
う
と
す
る
説
（
増
田
政
章
「
⑳
判

批
」
私
法
判
例
リ
マ
ー
ク
ス
ニ
九
号
八
一
頁
、
今
泉
邦
子
「
⑳
判

批
」
法
学
研
究
七
八
巻
四
号
二
一
〇
頁
）
、
債
務
の
引
受
が
あ
っ
た

こ
と
を
誤
認
さ
せ
る
商
号
で
あ
れ
ば
足
り
る
と
す
る
説
（
渋
谷
達
紀

「
⑰
判
批
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
七
九
六
号
一
〇
八
頁
）
、
諸
般
の
状
況
を
も

勘
酌
す
る
こ
と
に
は
反
対
す
る
説
（
佐
藤
庸
「
⑪
判
批
」
ジ
ュ
リ
ス

ト
四
五
五
号
一
二
一
頁
、
高
鳥
正
夫
「
⑪
判
批
」
法
学
研
究
四
四
巻

五
号
一
一
四
頁
、
松
岡
誠
之
助
「
⑯
判
批
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
七
八
八
号
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一
〇
七
頁
、
丸
山
秀
平
「
⑱
判
批
」
金
判
六
四
八
号
五
四
頁
、
鈴
木

千
佳
子
「
⑳
判
批
」
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
六
四
号
五
一
頁
）
、
類
似

商
号
の
域
を
超
え
て
営
業
の
事
実
も
合
わ
せ
て
判
断
す
る
と
す
る
説

（
境
一
郎
「
⑨
判
批
」
判
例
評
論
三
二
号
一
六
頁
）
が
あ
る
。

　
ゆ
の
場
合
を
肯
定
す
る
判
決
と
し
て
、
⑳
東
京
地
判
昭
和
五
四
年

七
月
一
九
日
（
判
タ
三
九
八
号
一
四
六
頁
、
株
式
会
社
下
田
観
光
ホ

テ
ル
海
山
荘
と
大
洋
興
産
株
式
会
社
、
下
田
観
光
ホ
テ
ル
海
山
荘
を

屋
号
と
し
て
続
用
）
、
⑳
東
京
高
判
昭
和
六
〇
年
五
月
三
〇
日
（
判

時
一
一
五
六
号
一
四
六
頁
、
有
限
会
社
丸
政
園
と
有
限
会
社
朱
鷺
、

丸
政
園
と
か
丸
政
商
店
を
屋
号
と
し
て
続
用
）
、
⑳
仙
台
高
判
平
成

元
年
一
〇
月
三
〇
日
（
金
判
八
三
九
号
一
二
頁
、
朝
日
新
聞
須
賀
川

西
部
専
売
所
の
名
称
は
自
己
を
表
示
す
る
た
め
に
使
用
し
て
い
た
も

の
で
、
商
号
と
認
め
、
商
号
の
続
用
に
該
当
す
る
）
、
⑳
東
京
高
判

平
成
元
年
一
一
月
二
九
日
（
東
京
高
裁
判
決
時
報
民
事
四
〇
巻
九

～
一
二
号
一
二
四
頁
、
有
限
会
社
徳
泉
閣
ホ
テ
ル
と
三
優
商
工
株
式

会
社
、
徳
泉
閣
ホ
テ
ル
を
屋
号
と
し
て
続
用
）
、
⑳
東
京
地
判
平
成

一
二
年
九
月
二
九
日
（
金
判
一
二
二
一
号
五
七
頁
、
株
式
会
社
九
段

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
と
株
式
会
社
九
段
学
園
、
九
段
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
屋
号
と

し
て
続
用
）
が
あ
る
。

　
⑳
⑳
判
決
は
「
譲
渡
人
が
自
己
の
商
号
と
同
時
に
営
業
自
体
の
名

称
と
し
て
使
用
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
と
き
は
商
号
の
続
用
に
包
含

さ
れ
る
」
と
し
、
⑳
判
決
は
「
営
業
譲
渡
の
前
後
を
通
じ
て
営
業
の

外
形
に
ほ
と
ん
ど
変
化
が
な
く
、
屋
号
が
商
取
引
上
当
事
者
を
特
定

す
る
上
で
重
要
な
機
能
を
営
ん
で
い
る
場
合
も
含
ま
れ
る
」
と
し
、

⑳
判
決
は
「
屋
号
が
商
号
の
重
要
な
構
成
部
分
を
内
容
と
し
て
い
る

と
き
は
類
推
適
用
で
き
る
」
と
し
、
⑳
判
決
は
類
推
適
用
し
て
い
る
。

　
学
説
は
、
営
業
譲
受
人
が
譲
渡
人
の
商
号
を
屋
号
と
し
て
続
用
す

る
場
合
も
商
号
の
続
用
に
あ
た
る
と
す
る
判
例
に
賛
成
で
あ
る
が

（
近
藤
龍
司
「
⑳
判
批
」
法
学
研
究
五
八
巻
七
号
九
一
頁
、
池
島
真

策
「
⑳
判
批
」
法
学
研
究
七
七
巻
二
号
一
〇
三
頁
）
、
譲
受
人
が
続

用
し
て
い
る
屋
号
が
譲
渡
人
の
商
号
と
異
な
る
場
合
は
商
号
の
続
用

に
当
た
ら
な
い
と
す
る
説
（
下
記
の
㈲
の
場
合
）
も
主
張
さ
れ
て
い

る
（
田
村
茂
夫
「
⑳
判
批
」
西
南
学
院
大
学
法
学
論
集
一
五
巻
二
号

二
一
三
頁
、
丸
山
秀
平
「
⑳
判
批
」
金
判
五
九
三
号
五
一
頁
、
志
村

治
美
「
⑳
判
批
」
商
事
法
務
二
五
七
号
四
二
頁
）
。

　
㈲
の
場
合
に
も
類
推
適
用
で
き
る
と
し
た
最
初
の
判
例
は
、
⑳
大

阪
地
判
平
成
六
年
三
月
三
一
日
（
判
時
一
五
一
七
号
一
〇
九
頁
、
岡

山
開
発
株
式
会
社
と
郷
の
里
観
光
開
発
株
式
会
社
、
湯
の
郷
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
を
続
用
）
で
あ
る
。
「
商
号
そ
の
も
の
で
は
な
く
と
も
、

営
業
上
使
用
さ
れ
る
名
称
が
営
業
の
主
体
を
表
示
す
る
機
能
を
果
た

し
て
い
る
場
合
に
は
商
法
二
六
条
一
項
を
類
推
適
用
で
き
る
」
と
し

た
。
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⑳
判
決
と
同
様
に
、
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
の
名
称
は
営
業
の
主
体
を
表

示
す
る
機
能
を
果
た
し
て
い
る
と
し
て
、
商
法
二
六
条
一
項
が
類
推

適
用
で
き
る
と
し
た
判
例
に
は
、
⑳
東
京
地
判
平
成
二
二
年
四
月
一

一
日
（
金
判
二
二
九
号
一
九
頁
、
株
式
会
社
K
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
と

K
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
株
式
会
社
、
K
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
を
続
用
）
、
⑫
神

戸
地
判
平
成
二
二
年
七
月
一
八
日
（
民
集
五
八
巻
二
号
三
七
二
頁
、

株
式
会
社
ギ
ャ
ラ
ッ
ク
と
株
式
会
社
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
淡
路
、
淡
路
五

色
リ
ゾ
ー
ト
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
淡
路
五
色
リ
ゾ
ー
ト
カ
ン
ト
リ

ー
倶
楽
部
）
を
続
用
）
、
⑳
東
京
地
判
平
成
一
三
年
八
月
二
八
日

（
判
時
一
七
八
五
号
八
一
頁
、
春
日
居
観
光
開
発
株
式
会
社
と
株
式

会
社
春
日
居
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
、
春
日
居
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
を
続
用
）
、

⑭
東
京
高
判
平
成
一
三
年
一
〇
月
一
日
（
金
判
二
二
九
号
二
二
頁
、

⑳
の
控
訴
審
）
、
⑳
東
京
地
判
平
成
一
三
年
二
］
月
二
〇
日
（
金
判

一
一
五
八
号
三
一
頁
、
株
式
会
社
ザ
・
ク
ラ
ブ
・
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ

ア
・
サ
ッ
ポ
ロ
と
株
式
会
社
レ
ン
タ
ピ
ア
、
ク
ラ
ブ
・
シ
ェ
イ
ク
ス

ピ
ア
・
サ
ッ
ポ
ロ
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
を
続
用
、
但
し
控
訴
審
⑳
東
京
高

判
平
成
一
四
年
八
月
三
〇
日
（
金
判
一
一
五
八
号
一
二
頁
）
は
否

定
）
、
⑳
大
阪
高
判
平
成
一
四
年
六
月
＝
二
日
（
判
タ
一
一
四
三
号

二
八
三
頁
、
大
仲
共
立
と
株
式
会
社
道
成
寺
カ
ン
ト
リ
ー
、
道
成
寺

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
を
続
用
）
、
⑱
東
京
高
判
平
成
一
四
年
九
月
二

六
日
（
判
時
一
八
〇
七
号
一
四
九
頁
、
ザ
プ
リ
ビ
レ
ッ
ジ
ゴ
ル
フ
ク

ラ
ブ
株
式
会
社
と
ピ
ー
ジ
ー
シ
ー
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
、
ザ
プ
リ
ビ

レ
ッ
ジ
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
を
続
用
）
、
⑳
東
京
地
判
平
成
一
六
年
一
月

一
五
日
（
金
法
一
七
二
九
号
七
六
頁
、
株
式
会
社
ロ
イ
ヤ
ル
メ
ド
ウ

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
と
株
式
会
社
グ
リ
ー
ン
メ
ド
ウ
サ
ー
ビ
ス
、
ロ
イ
ヤ

ル
メ
ド
ウ
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
を
続
用
）
、
⑩
最
判
平
成
一
六
年
二
月
二

〇
日
（
民
集
五
八
巻
二
号
三
六
七
頁
、
第
一
審
は
⑫
判
決
、
控
訴
審

は
⑱
判
決
）
、
⑪
東
京
地
判
平
成
一
六
年
四
月
一
四
日
（
判
時
一
八

六
七
号
二
壬
二
頁
、
日
野
企
画
株
式
会
社
と
株
式
会
社
シ
ズ
エ
イ
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
サ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
を
続
用
）
、

⑫
東
京
地
判
平
成
■
パ
年
八
旦
二
日
（
金
法
一
七
五
四
号
九
一
頁
、

株
式
会
社
丁
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
と
株
式
会
社
D
、
T
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
を

続
用
）
、
⑬
大
阪
地
判
平
成
一
七
年
九
月
九
日
（
判
時
一
九
二
九
号

一
〇
六
頁
、
株
式
会
社
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
リ
ゾ
ー
ト
と
株
式
会
社
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
ク
リ
エ
イ
ト
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
を
続

用
）
、
⑭
名
古
屋
高
判
平
成
一
七
年
一
〇
月
六
日
（
最
高
裁
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
、
A
株
式
会
社
と
株
式
会
社
B
、
B
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
を
続

用
）
、
⑮
本
件
（
A
株
式
会
社
と
新
設
会
社
名
は
不
明
、
B
ゴ
ル
フ

ク
ラ
ブ
の
名
称
を
続
用
）
が
あ
る
。
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
以
外
の
事
例
で

肯
定
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
⑯
長
野
地
判
平
成
一
四
年
二
一
月
二
七

日
（
判
夕
一
一
五
八
号
一
八
八
頁
、
ふ
る
さ
と
村
株
式
会
社
と
株
式

会
社
オ
ン
セ
ン
、
屋
号
と
し
て
カ
ラ
オ
ケ
ハ
ウ
ス
モ
ン
ビ
ラ
ー
ジ
ュ
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を
続
用
）
が
あ
る
。
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
の
事
例
で
否
定
さ
れ
た
判
決
と

し
て
、
⑰
東
京
地
判
平
成
二
二
年
三
月
三
〇
日
（
金
判
二
二
九
号

四
九
頁
、
岩
瀬
観
光
開
発
株
式
会
社
と
株
式
会
社
北
関
東
石
油
、
ウ

イ
ル
ソ
ン
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
ジ
ャ
パ
ン
を
続
用
）
、
⑱
大
阪
高
判
平
成

一
三
年
一
二
月
七
日
（
民
集
五
八
巻
二
号
三
七
六
頁
、
⑫
の
控
訴

審
）
、
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
の
事
例
以
外
で
否
定
さ
れ
た
判
決
と
し
て
、

⑲
東
京
地
判
平
成
一
八
年
三
月
二
四
日
（
判
時
一
九
四
〇
号
一
五
八

頁
、
ヌ
ギ
ー
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
株
式
会
社
と
有
限
会
社
ザ
・
ク
ロ
ゼ

ッ
ト
、
ザ
・
ク
ロ
ゼ
ッ
ト
を
続
用
）
が
あ
る
。

　
⑫
判
決
は
「
商
号
と
は
別
の
名
称
が
営
業
表
示
と
し
て
使
用
さ
れ
、

む
し
ろ
、
そ
の
方
が
営
業
表
示
と
し
て
浸
透
し
て
い
る
場
合
に
は
拡

張
解
釈
も
許
さ
れ
る
」
と
す
る
。
⑯
判
決
は
、
「
商
号
の
同
↓
性
、

類
似
性
を
も
考
慮
し
て
商
号
の
継
続
使
用
と
同
視
す
る
こ
と
が
で
き

る
か
否
か
の
観
点
か
ら
検
討
す
べ
き
」
と
し
た
上
で
、
商
号
に
類
似

性
が
な
い
と
し
、
「
同
一
の
ゴ
ル
フ
上
の
名
称
を
使
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、
他
の
債
権
者
に
営
業
主
体
の
混
同
を
さ
せ
た
り
、
債
務
承
継

等
に
つ
き
誤
信
さ
せ
る
結
果
を
招
く
よ
う
な
場
合
に
限
り
、
商
法
二

六
条
一
項
の
準
用
な
い
し
類
推
適
用
が
問
題
と
さ
れ
る
べ
き
」
と
し
、

本
件
は
そ
の
よ
う
な
場
合
に
当
た
ら
な
い
と
し
た
。
⑩
判
決
は
「
預

託
金
会
員
制
の
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
の
名
称
が
ゴ
ル
フ
場
の
営
業
主
体
を

表
示
す
る
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
ゴ
ル
フ

場
の
営
業
が
譲
渡
さ
れ
、
譲
渡
人
が
用
い
て
い
た
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
の

名
称
を
譲
受
人
が
継
続
し
て
使
用
し
て
い
る
と
き
は
、
譲
受
人
が
譲

受
後
遅
滞
な
く
当
該
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
の
会
員
に
よ
る
ゴ
ル
フ
場
施
設

の
優
先
的
利
用
を
拒
否
し
た
な
ど
の
特
段
の
事
情
が
な
い
限
り
類
推

適
用
さ
れ
る
」
と
す
る
。
⑯
判
決
は
「
営
業
譲
渡
の
前
後
を
通
じ
て

営
業
の
外
形
に
は
ほ
と
ん
ど
変
化
が
な
く
、
屋
号
が
商
取
引
上
当
事

者
を
特
定
す
る
上
で
重
要
な
機
能
を
営
ん
で
い
る
場
合
に
お
い
て
屋

号
を
続
用
す
る
と
き
は
類
推
適
用
で
き
る
」
と
す
る
（
⑳
判
決
と
同

じ
理
由
付
け
で
あ
る
が
、
譲
渡
人
の
商
号
と
屋
号
に
共
通
性
な
い
し

類
似
性
が
な
い
こ
と
は
検
討
さ
れ
て
い
な
い
）
。
⑰
判
決
は
「
類
推

適
用
に
あ
た
っ
て
は
商
号
の
同
一
性
も
考
慮
し
て
商
号
の
続
用
と
同

視
で
き
る
か
否
か
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
」
と
し
、
「
譲
渡
人
と
譲

受
人
の
商
号
に
共
通
点
な
い
し
類
似
性
は
な
い
、
譲
渡
人
の
商
号
と

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
名
と
の
間
に
も
共
通
点
な
い
し
類
似
性
は
な
い
、
会

員
証
、
あ
い
さ
つ
の
書
面
、
領
収
書
に
商
号
が
示
さ
れ
て
い
て
債
権

者
が
営
業
主
体
の
変
更
を
認
識
し
う
る
」
と
し
類
推
適
用
を
否
定
し

た
。
⑱
判
決
は
⑫
判
決
の
控
訴
審
で
あ
る
が
、
「
会
員
の
信
頼
の
拠

り
所
に
な
る
の
は
商
号
に
よ
っ
て
表
彰
さ
れ
る
経
営
主
体
で
あ
り
、

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
の
名
称
と
経
営
主
体
と
が
異
な
る
こ
と
は
ゴ
ル
フ
会

員
権
を
購
入
す
る
者
で
あ
れ
ば
知
り
う
る
と
こ
ろ
で
あ
る
」
と
し
て

類
推
適
用
を
否
定
し
た
。
⑲
判
決
は
、
⑳
判
決
を
引
用
し
、
屋
号
が
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商
号
の
重
要
な
構
成
部
分
を
内
容
と
し
て
い
る
と
き
は
類
推
適
用
で

き
る
が
、
そ
の
要
件
を
充
足
し
な
い
と
の
理
由
で
類
推
適
用
を
否
定

し
た
。

　
ま
た
、
ゴ
ル
フ
会
員
権
の
法
的
性
質
か
ら
請
求
認
容
し
た
判
決
に
、

⑩
東
京
高
判
平
成
一
四
年
二
月
一
二
日
（
判
時
一
八
一
八
号
一
七
〇

頁
、
⑰
判
決
の
控
訴
審
）
が
あ
る
。

　
⑳
⑭
判
決
は
⑥
の
事
案
で
あ
る
。
⑳
⑳
⑱
⑳
⑫
判
決
は
ゆ
の
事
案

で
あ
る
。
⑯
判
決
は
㈲
の
事
案
で
あ
る
が
、
㈲
の
事
案
で
あ
る
⑳
判

決
と
同
じ
理
由
で
あ
り
、
含
ま
れ
る
で
は
な
く
類
推
で
き
る
と
し
た
。

⑳
⑳
⑬
⑭
⑲
は
、
同
様
に
屋
号
を
続
用
し
て
い
る
事
案
で
あ
る
が
、

そ
の
屋
号
と
関
連
す
る
名
称
を
譲
受
人
の
商
号
と
し
て
い
る
。
⑭
⑮

は
商
号
の
続
用
に
つ
い
て
の
検
討
は
な
い
。

　
学
説
は
、
あ
く
ま
で
譲
受
人
に
よ
っ
て
続
用
さ
れ
た
屋
号
が
譲
渡

人
の
商
号
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
説
（
小
野
寺
千
世

「
⑳
判
批
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
こ
九
号
一
四
四
頁
）
、
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
の

名
称
が
ゴ
ル
フ
場
の
企
業
主
体
を
表
示
す
る
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ

て
い
る
場
合
は
類
推
適
用
で
き
る
と
す
る
説
（
山
下
眞
弘
「
⑳
判

批
」
商
事
法
務
一
四
九
七
号
四
二
頁
、
高
橋
美
加
「
⑩
判
批
」
法
学

教
室
二
八
九
号
一
五
一
頁
、
近
藤
光
男
「
⑰
判
批
」
私
法
リ
マ
ー
ク

ス
ニ
五
号
八
五
頁
、
新
里
慶
一
「
⑲
判
批
」
中
京
法
学
四
一
巻
三
・

四
号
一
七
五
頁
）
に
分
か
れ
る
。

三
　
次
に
、
営
業
が
存
在
す
る
こ
と
と
い
う
要
件
に
つ
い
て
、
会
社

分
割
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
で
あ
る
。

　
判
例
に
お
い
て
は
、
現
物
出
資
の
場
合
に
お
い
て
、
「
営
業
の
譲

渡
と
営
業
の
現
物
出
資
と
で
は
、
そ
の
法
的
性
質
を
異
に
す
る
も
の

と
は
い
え
、
い
ず
れ
も
法
律
行
為
に
よ
る
営
業
の
移
転
で
あ
っ
て
、

旧
営
業
の
主
体
の
債
権
者
の
も
つ
信
頼
関
係
に
は
変
わ
り
は
な
い
か

ら
で
あ
る
」
（
④
判
決
）
と
し
て
、
商
法
二
六
条
一
項
を
類
推
適
用

す
る
。

　
学
説
に
お
い
て
も
、
概
ね
賛
成
で
あ
る
。
営
業
の
全
部
ま
た
は
一

部
の
譲
渡
は
債
権
契
約
に
よ
る
営
業
の
全
部
ま
た
は
一
部
の
移
転
で

あ
る
の
に
対
し
、
営
業
の
全
部
ま
た
は
一
部
の
出
資
は
団
体
法
的
な

会
社
設
立
行
為
ま
た
は
入
社
行
為
に
よ
る
そ
の
移
転
で
あ
る
か
ら
両

者
は
そ
の
性
質
を
異
に
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
法
律
行

為
に
よ
る
営
業
の
全
部
ま
た
は
一
部
の
移
転
と
い
う
点
で
は
同
一
の

範
疇
に
属
し
、
同
じ
原
則
に
服
す
る
（
大
隅
健
一
郎
『
会
社
法
の
諸

問
題
（
増
補
版
）
』
七
三
頁
）
。
特
に
、
商
法
二
六
条
の
適
用
に
関
し

て
は
、
経
済
的
効
果
で
は
ほ
と
ん
ど
相
違
が
な
く
、
し
か
も
、
債
権

者
側
か
ら
み
た
場
合
、
外
観
上
、
両
者
を
識
別
す
る
こ
と
は
難
し
く
、

法
形
式
よ
り
も
実
質
に
重
点
を
お
い
た
解
釈
で
あ
り
（
新
谷
勝
「
⑤

判
批
」
法
学
雑
誌
一
九
巻
二
号
一
九
八
頁
）
、
個
人
企
業
主
が
い
っ
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た
ん
別
の
会
社
を
設
立
し
て
お
い
て
そ
の
会
社
に
営
業
を
譲
渡
す
る

事
例
も
多
い
で
あ
ろ
う
が
、
現
物
出
資
の
形
で
い
わ
ゆ
る
法
人
成
り

を
す
る
場
合
も
こ
れ
に
劣
ら
ず
多
い
と
思
わ
れ
、
前
者
の
場
合
に
商

法
二
六
条
が
適
用
さ
れ
て
営
業
上
の
債
権
者
が
保
護
さ
れ
る
の
に
、

後
者
の
場
合
に
は
同
じ
法
理
に
よ
る
保
護
が
拒
否
さ
れ
る
の
は
均
衡

を
失
す
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
が
本
判
決
に
よ
り
現
物
出
資
の

場
合
に
つ
き
同
条
の
類
推
適
用
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
実
質
的
基
盤
と

な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
吉
井
直
昭
「
④
判
批
」
法
曹
時
報
二

五
巻
五
号
二
五
一
頁
）
。

　
営
業
全
部
の
賃
貸
（
平
成
一
七
年
改
正
前
商
法
二
四
五
条
一
項
二

号
）
の
場
合
に
も
、
す
べ
て
ゴ
ル
フ
場
の
事
例
で
あ
る
が
（
⑳
⑳
⑭

⑱
⑳
⑪
⑫
判
決
）
、
「
営
業
の
賃
貸
借
も
、
法
律
行
為
に
よ
る
営
業
の

移
転
で
あ
っ
て
、
賃
借
人
は
、
そ
の
営
業
か
ら
生
じ
る
権
利
義
務
の

主
体
と
な
り
、
営
業
上
の
債
権
者
の
信
頼
を
保
護
す
べ
き
点
に
お
い

て
は
、
営
業
の
譲
渡
に
お
け
る
場
合
と
基
本
的
に
変
わ
る
と
こ
ろ
は

な
い
」
と
し
て
、
商
法
二
六
条
一
項
を
類
推
適
用
す
る
。
営
業
全
部

の
経
営
の
委
任
（
平
成
一
七
年
改
正
前
商
法
二
四
五
条
一
項
二
号
）

の
場
合
に
も
、
同
じ
く
す
べ
て
ゴ
ル
フ
場
の
事
例
で
あ
る
が
（
⑳
⑳

⑰
⑬
）
、
「
営
業
が
同
一
の
名
称
に
お
い
て
な
さ
れ
た
ま
ま
、
当
該
営

業
の
実
質
的
な
主
体
が
他
に
移
転
し
、
そ
の
損
益
も
実
質
的
に
そ
の

者
に
帰
属
す
る
場
合
に
は
、
商
法
二
六
条
一
項
の
趣
旨
を
類
推
す
る

こ
と
が
で
き
る
」
と
す
る
。
営
業
全
部
の
賃
貸
借
の
場
合
は
類
推
適

用
を
容
認
す
る
見
解
が
多
い
が
、
営
業
全
部
の
経
営
の
委
任
の
場
合

は
同
条
の
類
推
を
認
め
な
い
見
解
が
多
い
（
高
橋
美
加
「
経
営
委
任

契
約
に
お
け
る
会
社
法
二
二
条
一
項
の
類
推
適
用
に
つ
い
て
ー
ゴ
ル

フ
場
経
営
の
事
例
を
中
心
に
」
江
頭
憲
治
郎
先
生
還
暦
記
念
『
企
業

法
の
理
論
』
上
巻
一
七
三
頁
）
。
会
社
分
割
の
場
合
に
も
、
す
べ
て

ゴ
ル
フ
場
の
事
例
で
あ
る
が
（
⑭
⑮
判
決
）
、
類
推
適
用
が
認
め
ら

れ
て
い
る
。
学
説
も
概
ね
賛
成
し
て
い
る
（
座
談
会
「
会
社
分
割
に

関
す
る
改
正
商
法
へ
の
実
務
対
応
」
（
商
事
法
務
一
五
六
八
号
二
八

頁
）
、
山
下
眞
弘
『
営
業
譲
渡
・
譲
受
の
理
論
と
実
際
（
新
版
）
』
二

四
三
頁
）
。

　
商
法
二
六
条
一
項
が
そ
の
予
想
す
る
通
常
の
意
味
で
「
営
業
譲

渡
」
と
い
う
実
態
が
存
す
る
場
合
に
適
用
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
も

と
の
企
業
の
債
務
を
本
条
を
つ
う
じ
て
新
会
社
に
引
き
継
が
せ
た
ケ

ー
ス
（
①
③
④
⑩
⑪
判
決
）
で
あ
り
、
「
旧
企
業
か
ら
新
会
社
へ
営

業
の
譲
渡
が
な
さ
れ
た
も
の
と
推
認
さ
れ
る
」
と
判
示
し
た
上
で
適

用
が
さ
れ
て
き
た
（
江
頭
憲
治
郎
「
④
判
批
」
法
協
九
〇
巻
二
一
号

九
〇
頁
）
の
で
あ
り
、
⑳
⑰
判
決
は
、
賃
貸
借
の
法
律
関
係
が
あ
り

な
が
ら
営
業
譲
渡
と
認
定
さ
れ
て
い
る
。
④
判
決
は
、
現
物
出
資
に

よ
り
設
立
さ
れ
た
会
社
に
ま
で
拡
張
し
て
認
め
た
判
例
の
よ
う
に
読

め
る
が
、
実
際
の
趣
旨
が
そ
こ
に
あ
る
か
否
か
は
疑
わ
し
い
よ
う
に
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思
わ
れ
る
（
江
頭
・
前
掲
同
頁
）
と
い
う
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
営

業
が
移
転
す
る
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
営
業
譲
渡
、
現
物
出
資
、

営
業
全
部
の
賃
貸
借
、
会
社
分
割
が
商
法
二
六
条
一
項
に
お
い
て
問

題
と
な
る
場
面
に
お
い
て
は
、
譲
渡
人
に
債
務
の
弁
済
能
力
が
な
い

と
い
う
点
も
共
通
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

四
　
商
号
続
用
と
い
う
要
件
に
つ
い
て
は
、
会
社
の
種
類
を
附
加
し

た
場
合
、
異
な
っ
た
種
類
の
会
社
名
を
使
用
し
た
に
す
ぎ
な
い
場
合

か
ら
、
主
体
部
分
を
同
じ
く
す
る
場
合
、
商
号
と
主
体
部
分
が
同
］

の
屋
号
を
続
用
す
る
場
合
に
も
拡
大
さ
れ
、
さ
ら
に
企
業
主
体
を
表

し
て
い
る
屋
号
な
ら
商
号
と
異
な
っ
て
い
て
も
商
号
の
続
用
と
し
て

類
推
適
用
さ
れ
る
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
拡
大
し
、
屋
号
が
企
業
主
体

を
表
示
し
て
い
る
機
能
を
は
た
し
て
い
る
業
種
の
場
合
か
ど
う
か
で

判
断
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
き
て
い
る
。
営
業
が
存
在
す
る
と
い

う
要
件
に
つ
い
て
も
、
現
物
出
資
、
営
業
全
部
の
賃
貸
借
、
営
業
全

部
の
経
営
の
委
任
、
会
社
分
割
の
場
合
に
も
類
推
適
用
さ
れ
る
に
至

っ
て
い
る
。

　
二
つ
の
要
件
を
ど
こ
ま
で
広
く
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
は
、

ど
の
よ
う
な
根
拠
で
商
法
二
六
条
一
項
に
お
け
る
譲
受
人
の
責
任
が

生
ず
る
の
か
と
い
う
問
題
に
関
わ
っ
て
い
る
。

　
商
法
二
六
条
一
項
は
譲
渡
人
の
営
業
上
の
債
権
者
保
護
の
た
め
の

規
定
で
あ
る
が
、
譲
受
人
の
責
任
の
法
的
根
拠
に
つ
い
て
は
、
見
解

が
対
立
し
て
い
る
。
外
観
理
論
・
禁
反
言
の
法
理
に
求
め
る
説
（
鴻

常
夫
『
商
法
総
則
（
新
訂
第
五
版
）
』
一
四
九
頁
）
、
企
業
財
産
担
保

説
（
服
部
栄
三
『
商
法
総
則
（
第
三
版
）
』
四
一
八
頁
、
志
村
治
美

『
現
物
出
資
の
研
究
』
二
四
一
頁
、
近
藤
光
男
『
商
法
総
則
・
商
行

為
法
（
第
五
版
）
』
二
二
頁
）
、
外
観
保
護
と
営
業
財
産
が
担
保
と

な
っ
て
い
る
こ
と
を
根
拠
と
す
る
説
（
大
隅
健
一
郎
『
商
法
総
則

（
新
版
）
』
三
一
九
頁
）
、
譲
受
人
意
思
説
（
山
下
眞
弘
「
商
号
続
用

の
あ
る
営
業
譲
受
人
の
責
任
－
債
権
者
保
護
の
視
点
か
ら
ー
」
立
命

館
法
学
二
五
六
号
一
四
四
五
頁
、
田
邊
光
政
『
商
法
総
則
商
行
為
法

（
第
二
版
）
』
一
五
四
頁
）
、
営
業
活
動
参
加
説
（
小
橋
一
郎
「
商
号

を
続
用
す
る
営
業
譲
受
人
の
責
任
－
商
法
二
六
条
の
法
理
」
上
柳
克

郎
先
生
還
暦
記
念
『
商
事
法
の
解
釈
と
展
望
』
一
七
頁
）
、
商
法
二

八
条
二
項
の
措
置
が
と
ら
れ
る
よ
う
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
を
定
め
た
も
の

と
解
す
る
説
（
落
合
誠
一
「
商
号
続
用
譲
受
人
の
責
任
」
法
学
教
室

二
八
五
号
二
五
頁
）
が
あ
る
。

　
判
例
は
、
外
観
理
論
・
禁
反
言
に
法
理
に
求
め
る
説
の
立
場
に
立

っ
て
い
る
が
、
す
べ
て
が
同
一
で
は
な
い
。
（
A
）
商
号
続
用
に
よ

る
債
務
者
の
同
一
性
と
（
B
）
債
務
引
受
の
外
観
に
対
す
る
信
頼
保

護
規
定
と
解
し
て
い
る
の
は
、
⑨
⑩
⑮
⑳
⑩
⑫
⑭
⑲
判
決
で
あ
る
。

（
A
）
と
（
B
）
に
加
え
て
債
権
保
全
措
置
の
機
会
の
喪
失
の
問
題
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で
あ
る
と
す
る
の
は
、
⑳
⑳
⑯
⑱
⑯
⑰
判
決
で
あ
る
。
（
A
）
と

（
B
）
に
加
え
て
、
企
業
財
産
が
営
業
上
の
債
務
の
担
保
に
な
っ
て

い
る
と
す
る
の
は
、
⑫
⑱
判
決
で
あ
る
。
（
A
）
と
（
B
）
に
加
え

て
債
権
保
全
措
置
の
機
会
の
喪
失
の
問
題
で
あ
る
こ
と
、
企
業
財
産

が
営
業
上
の
債
務
の
担
保
に
な
る
こ
と
を
加
え
て
い
る
の
は
、
⑳
⑳

⑮
判
決
で
あ
る
。
（
B
）
の
み
は
、
④
⑪
⑱
⑭
判
決
で
あ
る
。
（
A
）

に
加
え
て
債
権
保
全
措
置
の
機
会
の
喪
失
の
問
題
で
あ
る
と
す
る
の

は
、
⑳
判
決
（
B
を
否
定
）
と
⑳
判
決
（
B
を
否
定
し
て
い
な
い
）

で
あ
る
。
（
A
）
に
加
え
て
、
譲
受
人
に
外
観
作
出
責
任
が
あ
る
と

す
る
の
は
、
⑳
判
決
で
あ
る
。
⑳
判
決
は
上
告
さ
れ
、
最
判
昭
和
六

三
年
四
月
五
日
に
お
い
て
⑳
判
決
を
是
認
し
て
上
告
棄
却
さ
れ
て
い

る
の
で
（
民
集
五
八
巻
二
号
三
七
二
頁
）
、
最
高
裁
の
立
場
で
あ
る

の
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
後
の
最
高
裁
判
決
で
あ
る
⑩
判
決
に
お

い
て
は
（
A
）
と
（
B
）
の
み
で
あ
り
、
⑳
判
決
以
後
も
（
A
）
と

（
B
）
の
み
で
あ
る
。

五
　
営
業
譲
渡
契
約
と
い
う
法
律
行
為
の
目
的
す
な
わ
ち
当
事
者
の

意
思
表
示
の
内
容
の
中
に
、
営
業
主
の
地
位
の
承
継
が
含
ま
れ
る

（
倉
澤
康
一
郎
『
会
社
法
判
例
の
基
礎
』
一
〇
五
頁
）
の
で
あ
っ
て
、

営
業
譲
渡
は
、
営
業
活
動
の
た
め
に
組
織
化
さ
れ
た
財
産
の
総
体
た

る
営
業
を
譲
渡
す
る
こ
と
で
あ
り
、
営
業
主
体
の
交
替
で
あ
る
。
営

業
譲
渡
で
あ
る
た
め
に
は
必
ず
し
も
営
業
に
属
す
る
一
切
の
財
産
を

移
転
す
る
必
要
は
な
く
、
例
え
ば
一
部
の
債
務
の
引
受
を
除
外
す
る

こ
と
は
、
社
会
見
解
上
営
業
の
同
一
性
を
害
し
な
い
限
り
差
し
つ
か

え
な
い
（
東
京
地
判
昭
和
九
年
六
月
一
四
日
法
律
新
聞
三
七
二
二
号

二
頁
）
。
商
法
二
六
条
一
項
が
昭
和
一
三
年
に
新
設
さ
れ
る
以
前

に
は
、
営
業
全
部
の
譲
渡
が
あ
っ
た
場
合
に
は
譲
受
人
は
譲
渡
人
の

債
務
を
引
受
く
べ
き
商
慣
習
が
あ
る
こ
と
を
認
め
た
判
例
（
東
京
控

判
大
正
元
年
一
二
月
二
四
日
（
法
律
新
聞
八
七
〇
号
八
頁
）
が
あ
る

が
、
営
業
譲
渡
に
よ
る
債
務
の
承
継
は
債
権
者
に
は
対
抗
で
き
な
い

と
し
（
大
判
明
治
三
六
年
三
月
六
日
民
録
九
号
二
六
〇
頁
）
、
営
業

譲
渡
に
伴
う
権
利
義
務
の
移
転
は
、
第
三
者
に
対
抗
す
る
た
め
に
は

法
律
上
必
要
と
さ
れ
る
方
式
を
履
践
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し

（
大
阪
控
判
大
正
八
年
五
月
二
二
日
法
律
評
論
八
巻
商
三
六
一
頁
）
、

一
般
に
、
譲
受
人
が
特
に
債
務
者
た
る
地
位
を
承
継
す
べ
き
特
殊
な

原
因
な
き
以
上
債
権
者
は
直
接
譲
受
人
に
対
し
何
等
の
権
利
を
有
す

る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
、
営
業
譲
渡
人
の
債
権
者
が
直
接
譲
受
人

に
請
求
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
た
（
大
阪
控
判
明
治
四
一
年
一
二
月

一
二
日
法
律
新
聞
五
四
六
号
一
一
頁
、
東
京
地
判
昭
和
七
年
一
二
月

七
日
法
律
新
聞
五
一
九
号
一
七
頁
、
新
谷
・
前
掲
一
九
四
頁
、
永

井
・
前
掲
二
五
頁
）
。

　
営
業
譲
渡
は
債
権
契
約
で
あ
り
、
民
法
の
原
則
ど
お
り
、
免
責
的
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債
務
引
受
の
場
合
に
は
債
権
者
の
同
意
が
必
要
で
あ
る
。
債
権
者
に

同
意
が
な
い
場
合
に
は
債
務
は
移
転
し
な
い
の
で
あ
る
が
、
営
業
譲

渡
が
当
事
者
問
で
行
わ
れ
て
も
そ
の
事
が
第
三
者
に
は
よ
く
わ
か
ら

な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
得
る
で
あ
っ
て
、
ま
し
て
や
営
業
の
譲
受

人
が
営
業
の
譲
渡
人
の
商
号
を
用
い
る
と
い
う
場
合
に
は
、
第
三
者

は
営
業
譲
渡
に
あ
っ
た
こ
と
が
殆
ど
全
く
わ
か
ら
な
い
の
で
、
そ
の

よ
う
な
場
合
に
は
譲
渡
人
の
営
業
上
の
債
務
に
つ
い
て
は
譲
受
人
も

ま
た
弁
済
の
責
に
任
ず
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
っ
て
、
第
三
者
を
保

護
し
た
の
で
あ
る
（
寺
澤
音
一
『
改
正
商
法
審
議
要
綱
』
六
九
頁
）
。

営
業
主
の
交
替
と
い
う
営
業
譲
渡
の
法
律
効
果
を
商
号
に
結
び
つ
け
、

債
権
者
保
護
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
営
業
譲
渡
が
行
わ
れ
た

と
き
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
債
権
者
に
同
意
が
な
い
場
合
に
は
債
務

は
移
転
し
な
い
が
、
営
業
の
譲
渡
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
な

い
間
に
譲
渡
人
に
債
権
を
回
収
で
き
な
い
状
況
が
生
じ
た
場
合
、
非

常
な
損
害
を
受
け
る
こ
と
が
な
い
で
は
な
い
し
、
ま
た
、
第
三
者
は

た
と
え
営
業
主
の
交
替
が
わ
か
っ
た
と
し
て
も
、
営
業
の
譲
受
人
が

譲
渡
人
の
商
号
を
続
用
し
て
い
る
場
合
に
は
、
譲
受
人
に
よ
り
債
務

を
引
き
受
け
ら
れ
た
も
の
と
想
像
す
る
の
で
は
な
い
か
（
田
中
耕
太

郎
『
改
正
商
法
総
則
概
論
』
三
四
五
頁
）
と
解
す
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
よ
う
な
債
権
者
の
信
頼
を
保
護
す
る
た
め
、
譲
渡
人
以
外
に
譲

受
人
も
ま
た
責
に
任
ず
る
も
の
と
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
営
業
譲

渡
の
直
接
の
効
果
は
譲
渡
人
と
譲
受
人
の
間
に
営
業
の
移
転
と
い
う

結
果
が
生
ず
る
け
れ
ど
も
、
譲
渡
を
な
す
原
因
の
正
、
不
正
、
善
悪

に
お
い
て
不
測
の
損
害
を
及
ぽ
す
と
い
う
営
業
と
い
う
性
質
か
ら
考

え
る
と
非
常
に
重
大
で
あ
る
の
で
、
例
え
ば
実
質
は
譲
渡
で
あ
っ
て

も
形
式
は
譲
渡
人
は
廃
業
し
て
同
一
人
物
が
新
た
に
開
業
す
る
場
合

も
商
法
二
六
条
一
項
に
よ
っ
て
第
三
者
の
権
益
は
相
当
に
擁
護
さ
れ

る
の
で
あ
る
（
寺
澤
・
前
掲
七
一
頁
）
。
営
業
譲
渡
の
法
的
効
果
か

ら
生
じ
る
特
性
か
ら
、
債
務
者
の
同
一
性
に
対
す
る
信
頼
を
商
号
と

結
び
つ
け
、
債
権
保
全
措
置
の
機
会
の
喪
失
の
場
合
を
含
む
債
務
引

受
に
対
す
る
信
頼
を
保
護
す
る
た
め
、
譲
受
人
の
責
任
を
法
定
し
た

の
で
あ
る
。

　
よ
っ
て
、
債
権
者
が
商
号
の
字
句
か
ら
営
業
主
の
交
替
を
誤
認
す

る
よ
う
な
場
合
に
は
同
一
性
を
認
め
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
商
号
以
外

の
事
情
を
勘
酌
す
る
必
要
は
な
い
。
現
在
の
よ
う
に
多
角
経
営
が
当

然
の
時
代
に
あ
っ
て
は
、
各
営
業
を
個
々
に
管
理
す
る
必
要
か
ら
も

商
号
と
は
別
に
営
業
主
体
を
表
示
す
る
名
称
な
い
し
標
識
を
活
用
す

る
こ
と
が
経
営
効
率
上
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
名
称
と
と
も

に
営
業
譲
渡
が
な
さ
れ
、
こ
れ
ら
が
続
用
さ
れ
て
い
る
場
合
に
、
商

法
二
六
条
一
項
の
類
推
適
用
が
許
さ
れ
な
い
と
解
す
る
こ
と
は
も
は

や
時
代
に
合
わ
な
い
（
浅
木
慎
一
「
⑳
判
批
」
判
時
一
八
七
三
号
二

〇
五
号
）
と
い
う
指
摘
が
あ
る
が
、
商
法
二
六
条
一
項
に
お
い
て
譲
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受
人
に
責
任
が
あ
る
の
は
、
譲
渡
人
に
因
っ
て
生
じ
た
債
務
で
あ
る
。

商
法
二
〇
条
、
一
二
条
は
一
般
人
を
含
む
取
引
先
が
営
業
を
誤
認
し

た
た
め
に
、
も
と
も
と
そ
の
商
号
を
使
用
し
て
い
た
商
人
の
利
益
が

奪
わ
れ
る
こ
と
を
保
護
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
商
法
二
六
条

一
項
は
、
営
業
上
の
債
権
者
が
債
務
者
を
誤
認
す
る
こ
と
を
救
済
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
誤
認
を
生
じ
た
債
権
者
が
商
人
た
る
取

引
先
の
場
合
が
多
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
商
法
二
六
条
一
項
の
場
合
は

類
似
性
を
厳
格
に
解
し
て
も
差
し
支
え
な
い
の
で
あ
る
（
高
鳥
正
夫

「
⑩
判
批
」
法
学
研
究
四
〇
巻
二
一
号
八
八
頁
）
。
商
号
以
外
に
営
業

主
体
を
表
し
て
い
る
名
称
が
あ
り
、
そ
の
名
称
を
続
用
し
て
い
る
場

合
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
名
称
は
譲
渡
人
の
商
号
と
主
体
部
分
が
同
一

で
あ
る
場
合
の
み
、
商
号
の
続
用
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　
会
社
分
割
は
、
営
業
の
移
転
で
あ
り
、
営
業
主
の
交
替
と
い
う
効

果
が
生
じ
る
の
も
、
営
業
譲
渡
と
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
債
務
の

移
転
に
つ
い
て
は
異
な
る
の
で
あ
る
。
い
か
な
る
権
利
・
義
務
が
承

継
さ
れ
る
の
か
は
当
事
者
間
の
意
思
に
基
づ
く
こ
と
は
、
営
業
譲
渡

も
会
社
分
割
も
同
じ
で
あ
る
が
、
営
業
譲
渡
の
場
合
は
民
法
の
原
則

ど
お
り
免
責
的
債
務
引
受
に
は
債
権
者
の
同
意
が
必
要
で
あ
る
が
、

会
社
分
割
は
、
分
割
計
画
書
の
記
載
（
平
成
一
四
年
改
正
前
商
法
三

七
四
条
第
二
項
五
号
、
三
七
四
条
ノ
一
七
第
二
項
五
号
）
に
従
い
、

債
権
者
の
同
意
を
得
る
こ
と
な
く
、
免
責
的
債
務
承
継
が
行
わ
れ
る

の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
債
権
者
の
保
護
の
た
め
に
手
続
き
が
定
め
ら

れ
て
お
り
（
平
成
一
四
年
改
正
前
商
法
三
七
四
条
ノ
四
、
三
七
四
条

ノ
ニ
○
）
、
同
法
三
七
四
条
ノ
四
第
一
項
に
規
定
す
る
各
別
の
催
告

を
受
け
な
か
っ
た
債
権
者
に
対
す
る
分
割
会
社
の
債
務
に
つ
い
て
は

分
割
時
に
存
在
す
る
責
任
財
産
の
額
を
限
度
に
お
い
て
分
割
会
社
が

債
権
者
に
対
し
て
連
帯
責
任
を
負
う
（
平
成
一
四
年
改
正
前
商
法
三

七
四
条
ノ
一
〇
、
三
七
四
条
ノ
ニ
六
第
二
項
）
。
外
観
保
護
が
生
じ

る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
分
割
に
因
っ
て
設
立
す
る
会

社
が
分
割
を
な
す
会
社
に
対
し
分
割
に
際
し
て
発
行
す
る
株
式
の
総

数
の
割
当
を
な
す
場
合
に
お
い
て
は
、
分
割
後
も
分
割
会
社
に
対
し

て
そ
の
債
権
の
弁
済
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
債
権
者
に
は
債

権
者
保
護
手
続
き
は
不
要
と
さ
れ
て
い
る
（
平
成
一
四
年
改
正
前
商

法
三
七
四
条
ノ
四
第
一
項
但
書
）
。
物
的
分
割
の
場
合
で
あ
り
、
ま

さ
に
本
件
の
場
合
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
こ
の
よ
う
な
場
面
に
お
い
て

は
例
外
的
に
外
観
保
護
と
し
て
商
法
二
六
条
一
項
が
登
場
す
る
こ
と

に
な
る
の
か
ど
う
か
。
営
業
の
全
部
を
承
継
さ
せ
る
会
社
分
割
を
認

め
た
の
は
、
営
業
の
全
部
を
承
継
さ
せ
る
物
的
分
割
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
分
割
会
社
が
設
立
会
社
か
ら
株
式
の
割
当
て
を
受
け
て
完
全

親
会
社
と
な
る
こ
と
か
ら
、
持
株
会
社
を
創
設
す
る
た
め
に
利
用
す

る
こ
と
が
期
待
で
き
る
た
め
で
あ
る
（
原
田
晃
治
「
会
社
分
割
法
制

の
創
設
に
つ
い
て
（
上
）
1
平
成
一
二
年
改
正
商
法
の
解
説
ー
」
商
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事
法
務
一
五
六
三
号
一
二
頁
）
の
で
あ
れ
ば
、
持
株
会
社
の
法
律
関

係
と
し
て
解
決
す
べ
き
事
柄
で
あ
る
。
債
権
保
全
措
置
の
機
会
の
喪

失
の
問
題
が
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
商
法
二
六
条
一
項
で
解
決
す
べ

き
で
は
な
く
、
会
社
分
割
は
債
権
者
の
同
意
な
く
当
事
者
の
意
思
に

基
づ
い
て
営
業
は
承
継
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
当
事
者
の
意
思
、

会
社
分
割
契
約
の
点
か
ら
解
決
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　
営
業
譲
渡
の
場
合
は
、
債
権
者
の
同
意
が
な
い
場
合
は
当
事
者
間

の
意
思
に
か
か
わ
ら
ず
、
債
務
は
移
転
せ
ず
、
権
利
が
存
在
し
な
い

の
で
、
商
号
と
い
う
外
観
を
使
っ
て
債
権
者
を
保
護
す
る
の
で
あ
る

が
、
会
社
分
割
の
場
合
は
、
債
権
者
の
同
意
な
く
当
事
者
の
意
思
に

基
づ
い
て
営
業
は
承
継
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
点
に
お
い
て
債
権
者
保

護
手
続
き
が
法
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
会
社
分
割
に
お
い
て
は
、

会
社
分
割
契
約
の
点
か
ら
解
決
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
商
号
と
い

う
外
観
を
使
っ
て
債
権
者
保
護
を
は
か
る
商
法
二
六
条
第
一
項
を
類

推
適
用
す
べ
き
で
は
な
い
。

六
　
以
上
の
検
討
を
も
と
に
、
本
件
に
あ
て
は
め
る
と
、
事
実
か
ら

は
商
号
名
も
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
名
も
不
明
で
あ
る
が
、
譲
渡
人
で
あ
る

A
会
社
と
譲
受
人
で
あ
る
Y
会
社
の
商
号
は
異
な
っ
て
お
り
、
A
会

社
の
商
号
と
主
体
部
分
が
同
じ
で
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
商
法
二
六
条

一
項
で
い
う
商
号
の
続
用
に
は
該
当
し
な
い
。

　
本
件
の
よ
う
に
、
ゴ
ル
フ
場
に
お
け
る
預
託
金
返
還
債
務
を
逃
れ

る
た
め
に
会
社
分
割
制
度
が
利
用
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
商
法
二

六
条
一
項
で
解
決
す
べ
き
で
は
な
く
、
会
社
分
割
は
債
権
者
の
同
意

な
く
当
事
者
の
意
思
に
基
づ
い
て
営
業
は
承
継
さ
れ
る
の
で
あ
る
か

ら
、
当
事
者
の
意
思
、
会
社
分
割
契
約
の
点
か
ら
解
決
す
る
べ
き
で

あ
る
。

　
本
判
決
で
は
、
「
新
設
会
社
に
よ
る
商
号
続
用
と
い
う
別
途
の
事

実
関
係
に
基
づ
き
別
途
の
観
点
か
ら
な
さ
れ
る
分
割
会
社
債
権
者
の

保
護
を
積
極
的
に
排
除
す
る
趣
旨
で
あ
る
と
は
到
底
い
え
な
い
。
こ

れ
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
観
点
か
ら
格
別
に
検
討
さ
れ
る
べ
き
問
題
で

あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」
と
判
示
し
て
い
る
が
、
本
件
に
お
い
て

も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
観
点
か
ら
格
別
に
検
討
さ
れ
る
べ
き
だ
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
X
の
A
に
対
す
る
権
利
義
務
関
係
は
、
本
件
ゴ

ル
フ
場
に
関
す
る
営
業
に
当
然
含
ま
れ
る
も
の
と
し
、
X
と
の
間
の

契
約
上
の
地
位
も
会
社
分
割
に
よ
り
Y
社
に
包
括
承
継
さ
れ
た
も
の

と
解
す
る
こ
と
に
よ
り
、
Y
会
社
へ
の
責
任
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
Y
会
社
の
責
任
を
認
め
る
本
件
の
結
論
に
は
賛
成
で
あ
る

が
、
商
法
二
六
条
第
一
項
の
類
推
適
用
に
よ
り
Y
会
社
の
責
任
を
認

め
た
本
件
の
理
由
付
け
に
は
反
対
で
あ
る
。
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